
扉のむこうで、おんなのひとがさけんでいる。
扉があるから、そのひとの叫び声は私には聞こえてこない。

でもほんとうは、その扉はただの飾りで、おんなのひとの
声を聴こうと思えば聞けるということを、私は知っている。

世界は遠いけど近い。
姿は見えなくても、空はつながっている。
地球の声がきこえてくる。
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前売り￥1,800 （当日 ¥2,000）

前売り￥1,000 （当日 ¥1,200）

前売り￥1,500 （当日 ¥1,800）

一般パスポート

学生パスポート

１作品鑑賞券

上田映劇会
場 ☎ 0268-22-0269

26日 sat 27 日 sun

17:30 - 19:00

13:20 - 15:00

10:00 - 12:0010:30 - 12:00

ニッポンの嘘

12:30 - 14:00
真珠のボタン

14:30 - 16:30

光のノスタルジア

15:30 - 17:00

18:30 - 20:10
人間の戦場

ニッポンの嘘

人間の戦場

光のノスタルジア

真珠のボタン

16:45 - 18:00
長谷川監督トーク

上映後、監督舞台挨拶

※高校生以下無料 !!

映画上映

『光のノスタルジア』
世界中から天文学者が集まるチリのアタカマ砂漠と、そこにとどめられ
たさまざまな「記憶」に焦点を当て、祖国チリがたどってきた苦難の歴
史を大自然の圧倒的な映像美で映し出す。
[2010 年／フランス、ドイツ、チリ／ドキュメンタリー／ 90 分
監督：パトリシオ・グスマン ] 

『真珠のボタン』
チリ南部に位置する西パタゴニアの海底から発見された真珠貝のボタン
から、植民者によって祖国と自由を奪われた先住民の記憶を浮かび上が
らせ、ピノチェト独裁政権下で政治犯として海に沈められた犠牲者たち
の声をすくい上げていく。
[2015 年／フランス、チリ、スペイン／ドキュメンタリー／ 82 分
監督：パトリシオ・グスマン ] 

南米チリを代表するドキュメンタリー作家パトリシオ・グスマン監督による 2 部作。

日本のドキュメンタリー番組を多数手がけてきた、長谷川三郎監督の２作品を上映。

◉パスポートをご購入いただくと何度でも入場可能
です。(但し入替え制）
◉映画を観ていただいた方はトークは無料です。　
（トークのみは￥１０００）
◉上田映劇に駐車場はありません。市内駐車場をご
利用ください。
◉託児についてはお問い合わせください。
◉２７日（日）にはオモニの会によるお昼の販売が
あります。ぜひご利用ください！

上田の古本ブックカフェの店長が選ぶ
LOVE&PEACEな古本フェア
日程：１８日（金）～３０日（水）
会場：NABO （常田 /火曜休み）、コトバヤ（柳町 /不定休）
　　   まるさんかくしかく堂（長瀬 /月曜休み）
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『広河隆一  人間の戦場』　
フォトジャーナリスト広河隆一の哲学は、言葉こそ明快だが厳しい。そ
れゆえ、それを実践する自分自身に烈しい生き方を求めずにはいなかっ
た―ー。パレスチナ、チェルノブイリ、福島。人間の尊厳が奪われてい
る場所を、広河は「人間の戦場」と呼ぶ。　
[2015 年／日本／ドキュメンタリー／監督：長谷川三郎 ]

『ニッポンの嘘   報道写真家 福島菊次郎』　
終戦直後の広島で被爆者家族の苦悩を克明に撮り続けた報道写真家・福
島菊次郎は、それ以降も三里塚闘争、安保闘争、公害問題などを取材し
戦後日本のあり方を問い続けてきた。  自身の最期を意識し始めた頃、東
日本大震災が発生し、彼は原発事故が起きた福島へと足を向ける。        
 [2012 年／日本／ドキュメンタリー　114 分　監督：長谷川三郎 ]

平成２８年度上田市わがまち魅力アップ応援事業
主催：うえだ平和映画祭実行委員会　後援：上田市問合せ：070-5565-8599 uedaheiwaeigasai@gmail.com

若者井戸端トーク
＃ところでへいわって
どういうことですか？
日程：２２日（水）１８時半～
会場：まちなかキャンパス （海野町）
参加無料／学校帰り大歓迎！
“へいわ” ってなに？ “へいわ” じゃないってなに？
テレビの情報は正しいの？知るってどういうことだろ
う？自分たちはなにができるの？なにをやるべき？
“へいわ” という大きなひとつのテーマをきっかけに、
今回のうえだ平和映画祭や学生たちが自分のやってい
る活動、わたしはこんな人！に触れつつ、とことん語
り合うワークショップ。 共催：まちなかキャンパス

市内各地で、映画祭に関連した企画を開催します。

いつものまちで、暮らしの中で、世界とつながる、平和の種まき。
まちなか企画

映画上映  前夜祭・小向サダム LIVE
東ティモール　大地と風のうた
日程：２５日（金）１９時～ ／ 会場：犀の角 ／ 料金：1000 円
共催：シアター＆アーツうえだ

from 
「カンタ！
　ティモール」

映画をとおして世界を知る。レンズをとおして世界を知る。

だれかの目をとおして世界を知る。そしてようやく私の中に世界が届く。

絵本を翻訳してアジアの子どもに届けよう！

上田には、海外と直接つながるNGO活動があるのをご存知ですか？絵本を現地語に翻訳して、
難民キャンプなどに送る活動。今回 SVAの活動に関わる真田のNPO法人ほこほコネクトさ
んとのコラボで、実際に絵本の翻訳作業をしながら、平和について語ります。

日程：３０日（水）　１９時～  ／  会場：NABO （常田）
参加費無料／定員１５名

NPO法人ほこほコネクト×うえだ平和映画祭

協力：公益社団法人シャンティ国際ボランティア会

「チャリボン」は古本がNPO/NGOや大学への寄付金となる仕組み。活動を応援する寄付金とし
て役立てられると同時に、集まった本たちは、バリューブックスにより再びその本を求める人の
ところへ届けられます。今回は、古本をNABOにお持ちいただくだけでOKです！
寄付していただいた本の買取金額は、アジアですべての子どもたちに教育の機会を届ける活動を
しているNGO「公益社団法人シャンティ国際ボランティア会」に寄付されます。

古本で、アジアの子どもたちの平和な生活を応援！ 
日程：１０日（木）～３０日（水）／回収場所：NABO

チャリボン×うえだ平和映画祭

上映の合間には、毎年恒例の高校生による「平和について」のスピーチもあります。

チケット取り扱い／犀の角（海野町）

平和の
種まき


